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はじめに 

計算尺とは 
計算尺 (slide rule) はアナログ計算機の一種である。対数間隔で

目盛を刻んだ二本の定規で乗除算を行うものを基本として、二乗と
平方根、三乗と立方根、指数と対数、三角関数などの値を組み合わ
せた演算を容易に行えるものである。一方の定規 (ruler) に対しても
う一方を滑らせる (slide) ことで目盛りを合わせ、計算結果を示す目
盛りを読むことで所望の値を得る。したがってどの目盛りを合わせ
るかを考えさえすれば、暗算を行う必要がない。そろばんが暗算の
補助器具であることと比べると、これが計算尺の利用上の大きな特
徴である。一方で、そろばんは20桁以上あるのが普通だが（23桁あ
るいは27桁が多い）、計算尺は広く使われた長さ１フィートほどの
ものでも精度は３～４桁程度である（扱う数値の最上位桁の数が１
に近いほど精度が高く、10に近づくにつれ精度が落ちる）。そのた
め計算尺は、金融業における桁の多い整数演算よりも、有効数字を
意識する科学技術計算で多く用いられた。上のスクリーンショット
は、2013年のアニメ映画「風立ちぬ」での計算尺を使うシーンであ
る（映画中では更に、というかまず最初に、骨折の添え木として使
われているが）。このシーンで使われているのは10インチのものの
ように思えるが、設計製図の現場では機械でも建築でも、作業服の
ポケットにペンと10インチや５インチの計算尺を差している姿がど
こでもよく見られた。現在では手軽な計算はスマホなど汎用のポケッ
トデバイスで行うのが普通だが、スマホで電卓アプリを起動して数
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A) B)

C)

D)

図：機械式アナログ計算機
の例。A) 水時計、B) アン
ティキティラの機械、C) 
アストロラーベ、D) 微分
解析機。
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図：上) タイガー計算機、下) クルタ計算機。タイガー
計算機は1960年製、クルタ計算機は同じ頃に作られ
たと思われる Type I。



む多くの工夫により大幅に演算が高速化され、電子計算機が現在の
実用的な計算速度を得るに至っている。 
AND ゲートなどの論理回路は、機械的にも作ることができる。

たとえば電圧を水圧や気圧に置き換えれば、水圧で作動する弁を水
路に直列に、あるいは水路を分岐して並列に配置することでそれぞ
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計算尺の原理 

二本の定規による加算演算 
二本の定規Ａ、Ｂを使って加算を行うことは、容易に想像ができ

る。二つの実数 a、b の和を計算するには、一方の定規Ａの a cm 
のところにもう一方の定規Ｂの 0 を合わせ、Ｂで b cm のところに
一致するＡの目盛りの値を読めばよい。a = 2、b = 3 なら、Ｂで 3 
cm のところには当然Ａで 5 cm の目盛りが一致しているはずであ
る。ＳＦ作家のアイザック・アシモフ（Isaac Asimov, 1920-1992）
も「やさしい計算尺入門」(1970) で同じ説明をしている（参考文献
１）。 

定規Ａで 2 のところに定規Bの 0 を合わせれば、あとは次々と
目盛りを読んでいくことで、定規Ａの上に 2 + b の計算結果が b = 
0, 1, …, 8 についてズラリと並んでいるのがわかる。b = 8 よりも
大きな値については定規Ａの範囲外になるが、もし定規Ｂがもっと
長ければ、それだけ多くの結果が並ぶことになる。 
この状態は加算だけでなく、減算も表しており、ここでは差が 2 

になる演算が一通り目盛り上に現れている。Ａ尺の 9 にはＢ尺の 7 
が一致しているが、これは 9 - 7 を計算したい時にこのように目盛
りを合わせることを示している。計算結果は、引く数の尺（Ｂ）の 
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にする。最初の目盛りは log(1) = 0、その次は log10(2) = 
0.3010、次は log10(3) = 0.4771、などとする（下図）。すると 
log10(2) + log10(3) は 0.7781 になる。log10(x) = 0.7781 となる 
x はすなわち 100.7781 であり、6.0 になる。つまり、log(2) + 
log(3) の値が log(6) になった、ということである。これは、対数
の性質として成り立つ次の等式、 

  log(a) + log(b) = log(a b)
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図：真数、指数、対数の関連。図中の log の底は 2 
である。真数は初項 1、公比 2 の等比数列で並んで
おり、その対数値は、真数を 2 のべき乗に書き直し
た時の指数の数列になり、したがって公差 1 の等差
数列になる。その公差の間隔で目盛りを刻み、各目盛
りに真数の値を書くと、計算尺になる。等比数列の初
項を 0 にすると等比数列の全ての項が 0 になる。実
用上の意味を最大化するために、初項（真数の最初の
値）は 1 にし、底は実際には 10 にする。



計算尺の設計法 

直線型 
もっとも単純な計算尺は、Ｃ尺とＤ尺のみを備えたものである。

この二つは、名前以外は同じものであり、値 a の目盛りを尺の端か
ら log10(a) のところに打ったものである。したがって尺を作るに
は、どの値の目盛りを打つかを決めればよい。 

1) 尺の長さの決定と、打てる目盛りの数の見積もり 
直線型では、１から10までの目盛りをデカルト座標系（なじみ

深いＸＹ座標系）における x = 0 から 1 までの単位長さの中に配置
するときの座標を計算し、それを実際の尺の長さに合わせて定数倍
するのが考えやすい。たとえば尺の長さを 200mm として、1 から 
10 までの整数の目盛りについて考えるとき、パソコンでフリーソフ
トウェアの GNU R（以下単に R とする）を使えば以下のようにし
て目盛りの位置を計算できる（茶色は R によって表示される文字、
青は利用者が入力する文字。以下同じ）。 

> options(digits=4)
> log(seq(1,10,1))/log(10) * 200
 [1]   0.00  60.21  95.42 120.41 139.79 155.63 
 [7] 169.02 180.62 190.85 200.00

seq(1,10,1) で 1 から 10 まで 1 つずつ増えていく数列を生成し、
その各項について log() で自然対数の値を計算する。その値を 
log(10) で割れば常用対数値になる（loga(b) = logx(b)/logx(a) であ
る）。なお R で x の常用対数を求めるには、 log(x)/log(10) とす
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3) 尺の描画 
上で計算した xTic の値は、定規の端、つまり 1 の目盛りからの

各値の目盛りの距離 [mm] である。本書の口絵にあるような目盛り
を打つには、実際の描画範囲の中での座標値と、そこから目盛りと
してどの向きにどれだけの長さの線を引くのかを決めねばならない。
フリーソフトウェアを用いるなら、LaTeX を使ってその picture 環
境内に尺を描く方法がある。この場合 LaTeX のソースファイル内に
目盛りの数だけ線分を描く命令が必要になるが、それを手入力する
のは労力がかかるため、perl や python などのスクリプトでソース
ファイルを生成するとよい。以下に長さ 200mm の簡易な尺を描く
例として、以下の図の赤い部分を描くための完全な LaTeX ソースコー
ドを示す。ただし左端は行番号であり、ソースに含まれない。 

 1 \documentclass[a4j,landscape]{jarticle}
 2 \usepackage{graphicx,color}
 3 \begin{document}
 4 \setlength{\unitlength}{1truemm}
 5 \begin{picture}(250,50)
 6     \put(  0, 20){\line(0,1){20}}
 7     \put(  0, 20){\line(1,0){200}}
 8     \put(200, 20){\line(0,1){20}}
 9     \put(  0, 40){\line(1,0){200}}
10
11     \put(60.21, 20){\line(0,1){10}}
12     \put(59.21, 31){2}
13 \end{picture}
14 \end{document}
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計算尺の種類 

計算尺には形状として直線型、円盤型、円筒型があること、尺の
目盛りの打ち方としてＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｋ、ＣＩ、ＤＩ、Ｌ、Ｓな
どがあることを前述した。しかしＡ尺とＣ尺を同じ尺に固定して載
せることで二乗／平方根の計算がカーソルでできるように、数表の
形で表現されるものは計算尺として実装が可能であり、多くの計算
尺が指数／対数、三角関数などを搭載していた。かつては砲弾の着
弾距離の計算尺などがあった（ヘンミ計算尺株式会社／砲兵計算尺、
1942年、参考文献９）。 
形状による特徴は、円盤型と円筒型では目はずれがなく、同じ嵩

張り方なら直線型より高精度であることが挙げられる。歴史的にも
最初の計算尺は円盤型であった。しかしもっぱら直線型が利用され
ていたのは、操作がしやすく目盛りが読みやすいからである。円盤
を回す操作よりも直線の定規をスライドさせる方が容易で、どの程
度動かせばよいかという見当がつけやすい。慣れれば円盤型でも問
題なく使用できるようになるが、慣れること自体が直線型の方が容
易であろう。 
円筒型は、どの程度回せばいいか、どの目盛りを読めばいいかな

ど、操作に当たっては直線型と円盤型に比べかなり考える必要があ
り、高精度用途として高価なものが作られた。 
単調増加の関数なら、容易に尺上に実装できる。一方でたとえば

多項式の三次関数は x から f(x) = ax3 + bx2 + cx + d へは単射だ
が、逆が一般には多価関数になってしまうため尺への実装は困難で
ある。とは言っても、円筒計算尺の読み方などは多価関数そのもの

 39
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独 Faber-
Castell 社製 
Castell 
Novo 
Duplex 
2/13N

ノーブランドの 
日本製と思しき 
廉価版

コンサイス社の
円盤型 No. 270 
現在も製造販売
されている

図：直線型、円盤型の計算尺の写真。いずれ
も筆者所蔵。



計算尺の利用法 

一般的な計算尺では、Ｃ／Ｄ尺、ＣＩ／
ＤＩ尺を使って乗除算を行う。ここでは右
のような尺を想定し、Ａ尺とＫ尺の利用法
も加えて示す。 

乗算 
a × b を行う場合は、Ｄ尺の a にＣ尺の 1 を合わせ、Ｃ尺の b 

がＤ尺のどこに当たるかを読めばよい。たとえば 2.5 × 1.6 であれ
ば以下の図のようになる。 
① 2.5 のところから、 
② 1.6 だけ進んだところを読む 

と考えればよい。2.5 + 1.6 のような感覚を持ってもよい。 

次に目はずれの例として 4 × 5 の場合を示す。まず、単純に上の 
同様に、Ｄ尺の４にＣ尺の１を合わせると、Ｃ尺の５にあたるＤ尺
の目盛りを読めない。 

 43

2 3 4 65 7 98

2 3 4 65 7 98

① D:4 に C:1

C
D

② C:5 の D → ?

K
A
B
CI
C
D

固定尺

固定尺

滑尺

2 3 4 65 7 98

2 3 4 65 7 98

① D:2.5 に C:1

C
D

② C:1.6 の D → 4.0



計算尺の歴史 

ルネサンス末期：イギリスでの萌芽 
計算尺が発明されたのは、17世紀前半である。その基礎は対数

変換である。歴史的にはイギリスのジョン・ネイピア (John 
Napier, 1500-1617) による対数表 (1614年) が対数 (logarithm) 
の初出とされている。ネイピアは貴族で、数学、物理学、天文学に
造詣が深く、カトリックを批判した宗教家としても知られ、さらに
小数点の発明者でもあり、自然対数の底 e の呼び名であるネイピア
数にその名を残している。 
1620年にはイングランドで天文学の教授だったエドマンド・ガ

ンター (Edmund Gunter, 1581-1626) が「対数尺」を発明し、
1623年にそのアイデアを本に書いて出版した。これは「ガンター尺」
とも呼ばれるもので、長さ約60cm、幅約4cmの長い板に、普通の
数直線とそれに対する三角関数の値、対数値などを刻んだものであ
る。二つの数の乗算を行いたいときには、コンパス (デバイダ) を二
つ用意し、二つの数の対数目盛上での長さをそれぞれで計り取り、
の二つを合わせた長さを対数尺上で読み取る。ガンター尺には三角
関数の目盛りも刻んであり、特に航海でよく用いられた。 
1624年に、イギリスの数学者エドマンド・ウィンゲイト 

(Edmund Wingate, 1593-1656) がパリで、「定規を使った計算
について (L'usage de la règle de proportion en arithmétique)」
というガンター尺の使い方に関する本を出版した。この前の年、フ
ランスの王女アンリエット・マリー (Henrietta Maria of France, 
1609-1669. 後のイングランド王妃ヘンリエッタ・マリア) とイン
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対数の歴史 

指数計算に基づく考え 
計算尺の原理の基礎である対数変換は前述のようにネイピアの発

案であるが、そのアイデアは古代ギリシャまでたどることができる。
アルキメデス (Ἀρχιμήδης (Archimedes), 287 B.C. 頃-212 
B.C.) の「砂粒を数える者」(Ψαμμίτης (Psammites), 紀元前
３世紀) にある、等比数列に関する記述がそれである。それは「等
比数列の任意の二項の積は、その二項の順番を足したところにある
項の値になる」というもので、それはこの等比数列の表において、 

rm × rn = rm+n になる、という中学校の数学の授業で習うことであ
る。m 個の r の積 rm と n 個の r の積 rn 同士の積 rm × rn は、m 
+ n 個の r の積になるので、rm+n になるということである。ここで
先の表において、等比数列中の任意の項の値が x で与えられた時に、
x は何番目の項であるか、が x の対数 log(x) である。逆に項の順番
が n で与えられた時の項の値は rn であり、このとき r を底 
(base)、n を指数 (exponent) と呼ぶ。指数が自然数の場合にはこ
れで指数と対数が理解できる。これが実数に拡張されるのはアルキ
メデスの1700年後である。 
中世フランスの哲学者ニコル・オレーム (Nicole Oresme, 1320

頃‒1382) は彼の著書「比の比について」(De proportionibus 
proportionum, 14世紀) でべき乗も対数も整数の場合についてでは

順番 0 1 2 … m … n … m+n …

等比数列 1 r r2 … rm … rn … rm+n …

 59
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図：ネイピア「対数の驚くべき規則の記述」(1614) 
の表紙。ネイピアの名前はラテン語で “IOANNE 
NEPERO”、出版年は ⊂I⊃, DC, XIV (1000, 600, 14) 
とある。
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いては、映画「風立ちぬ」の公開後には体験希望者が増えたとのこ
とだった。メディアの力に驚くばかりである。 
福岡県春日市で開業医をなさっている中山慶明先生から、私のウェ

ブページから型紙を理科系の患者に渡して、もう５０人くらいは作
成しているとの連絡をいただいた。大変うれしく、ありがたいこと
である。またその時ノモグラムについての示唆をいただいたが、そ
れまでノモグラムというものを知らなかった。私の筆無精で連絡は
遅くなったが、簡単なものを作ってウェブに分かることを載せてみ
たところ、改良版の作成に取り組むとのことだった。浅学を恥じ入
るとともに、頭の下がる思いである。 
私の計算尺のウェブページには英語も併記した。どこの誰とも存

じないが、それを見た方が、失読症 (dyslexsia) を患う８歳の息子
の数学の学習に役立ったと英語のメールで連絡をくれ、文末には 
“My most sincere thanks.” と書いてくれていた。本当に、これほ
どうれしいことはない。 
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計算尺の本はこれまでに、ペーパークラフトをメインにしたもの
をコミックマーケットで 2017 年の夏から頒布している。計算尺の
ことを本にしようと思ったのもコミケという場があったからだ。自
由な発表を最低限のコストでできる場の社会的意義は重大だが、規
模が非常に大きいため、その継続には大変な労力がかかっていると
思う。ボランティアを始めとしたスタッフの方々のことを思うと感
謝に堪えない。 
私の計算尺ウェブページは、国立研究開発法人産業技術総合研究

所（通称産総研）の管理運営下にある。産総研に対しては職員とし
て不満を語ればきりがないが、ここに計算尺コンテンツの公開環境
があることには感謝している。計算尺には学術的価値があり、加え
て先の方々の連絡にあるような社会福祉的な価値も認められるから
こそ、公的研究機関からも発信していくべきだろうと考えている。 
また、計算尺のことを知ろうとする方々の存在が知識の普及のもっ

とも大きな原動力である。大変ありがたく思っている。 
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（抽選結果次第） 

乞うご期待！ 
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作り方と使い方　波乱万丈の歴史　ペーパークラフト

slide rule : make and use
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